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市は、台風や大雨のおそれがある      【マイ・タイムライン認知度】 

時に自分がとる避難行動を時系列で 

整理した計画「マイ・タイムライン」 

をあらかじめ作成しておくことを、 

市民の皆さまに勧めています。しかし、 

まだ、市民の皆様にマイ・タイムライ 

ンの認知が低い状況です。 

横浜市HP「マイ・タイムライン」で検索すればダウンロードでき、また、作成方法がわかる動画もあり

ます。自治会町内会で取り組むのもいいかもしれません。 

 

 関東地方が梅雨入りしました。温暖化の影響で毎年のように甚大な水害被害が出ていますが、どこか人

ごとで「自分は大丈夫」と思っていませんか？自分や大切や家族を守るために備えておくことが大切です。

地震と違い、台風や大雨は発生が予測できるため、避難に際して時間的に余裕があります。そのため、横浜
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横浜市会議員          プロフィール 

（泉区） 

31年間の小学校教職員を経て、横浜市議に。 
２０１０年初当選（現在４期目） 
 
【2021年度】 
常任委員会：こども青少年・教育委員会 委員長 
特別委員会：郊外部再生・活性化特別委員会 
会   派：副 団 長 
そ の 他：横浜市都市計画審議会委員  

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です!! 

 マイ・タイムラインを作成したら、次は避難の準備です。 【風水害時の避難先の検討状況】 

豪雨が発生した場合に、避難行動を開始するタイミン 

グについては、「避難しない」が 25.2％と最も多く、 

次いで「避難指示（警戒レベル４）が発表された」が 

 20.5％となっています。とても心配です。 

避難先を検討していない割合は 65.5％と高くなっ 

ています。警戒レベル情報を参考にしながら、お住い 

状況に応じて早めの避難で身の安全を確保しましょう。  

ふもと理恵は、令和 2年「減災対策推進特

別委員会」委員長をつとめました。 

 

 

風水害への対策としては、基盤整備等の 

ハード面の取組が重要であることは言うまで

もありませんけれども、昨今の激甚化する災

害を踏まえますと、施設では防ぎ切れない大

洪水は必ず発生するものとの考えに立って、

市民一人一人に着実に逃げてもらうためのソ

フト面の対策について検証を重ねて、逃げ遅

れゼロを実現していくことが喫緊の課題で

す。 

そこで風水害を踏まえた避難対策を議論の中

心に据えながら、逃げ遅れゼロ、ハザードマッ 

＊横浜市民の防災・減災の意識、取組に関するアンケート調査報告書」を資料として使いました。 

ふもとの提言・取り組み 

 

プやマイ・タイムラインの活用、防災教育の必要性訴えてまいりました。 

 
ふもと理恵の提言・取り組み「個別避難支援計画の策定を！」 

令和３年２月２５日 

国は避難支援を実効性あるものとするために、要支援者の名簿に合

わせて個別支援計画の策定を進めることが適切であるとの考えを示し

ています。個別支援計画策定のためには、地域による共助の取組だけ

でなく、福祉に関わる専門職と連携する必要があります。個別支援計

画の策定に向けた取組を推進すべきです。 

 

 

 

＜市長答弁＞ 

地域の個別支援の取組事例集

を作成しました。要援護者の状

況を把握し、あらかじめ支援す

る方を決めておくといった活動

例を掲載しています。地域や支

援者の皆様に情報提供や研修を

行うことにより、個別支援の取

組を一層推進していきます。 
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